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新
興
の
十
和
田
石
か
ら
学
ぶ
こ
と

N
P
O
法
人
大
谷
石
研
究
会 

会
員　

西
山 

弘
泰

（
駒
澤
大
学
文
学
部
地
理
学
科　

准
教
授
）

　

2
0
2
3
年
3
月
19
〜
20
日
、
秋
田
県

大
館
市
に
お
い
て
十
和
田
石
を
採
掘
す
る

中
野
産
業
㈱
に
伺
い
ま
し
た
。
同
行
者
は
、

私
と
三
浦
魁
斗
会
員
、
宇
都
宮
市
職
員
の

吉
野
清
史
氏
の
3
名
で
す
。

　

十
和
田
石
の
正
式
名
称
は
「
石
英
安
山

岩
質
浮
石
質
凝
灰
岩
」
と
言
う
そ
う
で
す

（
写
真
1
）。
大
谷
石
と
同
様
に
約

1
0
0
0
万
年
前
の
海
底
噴
火
に
よ
る
火

山
灰
の
堆
積
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
ま
し
た
。

掘
り
出
し
た
と
き
は
美
し
い
薄
青
色
を
呈

し
、
空
気
に
触
れ
る
と
酸
化
作
用
に
よ
っ
て

次
第
に
白
や
薄
茶
色
に
変
色
し
ま
す
。
ま

た
、
大
谷
石
の
よ
う
に
ミ
ソ
と
呼
ば
れ
る

部
分
も
存
在
し
ま
す
。
大
谷
石
と
の
違
い

も
あ
り
ま
す
。
比
重
は
2.1
g
/
c㎥
で
、
大

谷
石
の
1.6
g
/
c㎥
に
比
べ
る
と
重
く
、
比

較
的
頑
丈
で
す
。
そ
の
た
め
、
切
り
出
し

た
断
片
の
感
触
は
滑
ら
か
で
、
伊
豆
石
の
一

種
で
あ
る
若
草
石
に
近
い
印
象
で
す
。

　

十
和
田
石
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
戦
後

に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
地
質
調
査
で
良
質

な
凝
灰
岩
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、
創

業
者
で
あ
る
中
秀
男
氏
が
、
友
人
か
ら
の

誘
い
を
受
け
て
1
9
7
3
年
よ
り
採
掘
を

は
じ
め
ま
し
た
。
中
野
産
業
の
事
務
所
か

ら
南
東
に
3
0
0
m
ほ
ど
い
っ
た
場
所
に
採

掘
場
の
入
口
が
あ
り
、
す
べ
て
坑
内
掘
り
に

よ
っ
て
採
掘
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
2
）。

坑
内
の
採
掘
地
点
ま
で
は
、
緩
い
ス
ロ
ー
プ

に
な
っ
て
い
て
、
ト
ラ
ッ
ク
も
入
坑
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
採
掘
方
法
は
、
ま
ず
垣

根
掘
り
に
よ
っ
て
横
方
向
に
掘
り
進
め
、
そ

の
後
、
下
部
に
掘
り
下
げ
て
い
き
ま
す
。

採
掘
機
は
、
大
谷
石
で
利
用
さ
れ
て
い
る

も
の
と
同
じ
で
す
（
写
真
3
）。
ま
た
、
最

終
的
に
下
部
に
タ
ガ
ネ
を
打
ち
込
み
、
ハ
ン

マ
ー
で
剥
が
す
工
程
も
大
谷
石
と
そ
っ
く
り
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で
す
。

　

比
較
的
近
年
採
掘
・
利
用
が
は
じ
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
採
掘
地
周
辺
に
十
和
田
石

に
関
連
し
た
文
化
・
景
観
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。
近
年
、
地
場
産
材
と
し
て
大
館
市

役
所
や
比
内
総
合
支
所
、
入
浴
施
設
な
ど

に
は
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
資
源

と
し
て
の
認
識
は
薄
い
の
が
現
状
で
す
（
写

真
4
）。
そ
の
た
め
、
十
和
田
石
の
主
な
消

費
地
は
、
地
元
で
は
な
く
、
全
国
各
地
に

分
散
し
て
い
ま
す
。

　

十
和
田
石
の
代
表
的
な
利
用
方
法
は
、

温
泉
施
設
な
ど
床
や
壁
面
な
ど
で
す
。
風

呂
の
床
材
に
利
用
さ
れ
る
の
は
、
十
和
田

石
が
も
っ
て
い
る
「
濡
れ
て
も
滑
り
に
く
く
、

落
ち
着
き
の
あ
る
青
色
を
放
つ
」
と
い
う

特
徴
か
ら
で
す
。
ま
た
、
大
谷
石
同
様
、

多
孔
質
で
あ
る
た
め
、
吸
着
性
や
脱
臭
・

保
温
・
保
湿
効
果
に
優
れ
て
お
り
、
内
装

材
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
採
掘
や
加
工
の
過
程

で
出
た
端
材
や
粉
、
加
工
で
の
過
程
で
出

た
廃
水
の
利
用
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
点
で

す
。
十
和
田
石
に
含
ま
れ
る
豊
富
な
ミ
ネ

　
（
一
社
）
栃
木
県
建
築
士
会
（
柴
田
道
夫

会
長
）
が
創
立
70
周
年
の
記
念
講
演
と
し

て
、
N
P
O
法
人
大
谷
石
研
究
会
の
塩
田

潔
理
事
長
を
迎
え
、
今
回
刊
行
し
た
写
真

集
「
大
谷
石 

未
来
へ
」
と
題
し
、
去
る
3

月
17
日（
金
）
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
に

お
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

90
名
の
参
加
者
に
は
、
記
念
品
と
し
て

「
大
谷
石 

未
来
へ
」
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
大
谷
石
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
隈

研
吾
氏
が
監
修
し
た
建
築
で
あ
り
、
ま
さ

に
今
回
の
講
演
に
相
応
し
い
場
所
設
定
で

し
た
。
塩
田
理
事
長
は
、
掲
載
さ
れ
た
60

件
を
ど
の
よ
う
に
厳
選
し
た
か
、
ま
た
小

田
原
文
化
財
団
江
之
浦
測
候
所
や
自
由
学

園
南
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
等
の
大
谷
石
の
使
い

方
の
魅
力
等
を
約
90
分
に
渡
り
、
ス
ラ
イ

ド
を
見
な
が
ら
熱
弁
を
奮
い
ま
し
た
。

　

講
演
後
、「
大
谷
石
の
組
積
造
（
石
蔵
等
）

の
建
築
許
可
は
可
能
な
の
か
？
」
と
か 

「
栃

木
県
以
外
の
都
や
県
で
石
塀
が
壊
さ
れ
て

い
る
事
、
何
か
対
策
は
な
い
で
す
か
？
」

等
の
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
後
日
談

で
は
あ
り
ま
す
が
、「
講
演
も
写
真
集
も
良

か
っ
た
で
す
。
2
5
0
0
円
は
お
値
打
ち

で
す
ね
！ 

3
5
0
0
円
以
上
の
価
値
が
あ

る
の
で
は
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

栃
木
県
建
築
士
会
　
創
立
70
周
年
記
念
講
演
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
谷
石
研
究
会 

理
事　

宇
賀
神 

史
芳　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
楓
建
築
工
房
）

　

当
研
究
会
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
講
演
会
や
研
修
会
、

写
真
パ
ネ
ル
展
等
を
通
じ
て
、
大
谷
石
建

造
物
の
魅
力
、
大
谷
石
文
化
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
く
予
定
で
す
。
当
研
究
会
の
会

員
の
み
な
ら
ず
、
建
築
士
会
の
会
員
も
共

に
、
今
回
の
写
真
集
「
大
谷
石 

未
来
へ
」

と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
専
門
的
な

見
地
か
ら
大
谷
石
文
化
の
向
上
と
情
報
発

信
す
る
事
の
期
待
感
が
益
々
高
ま
っ
て
く

る
こ
と
を
、
私
も
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
栃
木
県
建
築
士
会 

理
事
）

栃木クラブ賞に出展した9人の学生と、特別審査員の有坂
氏。担当教員教授とJIA栃木クラブの会員。毎年一枚ずつ
増えてゆく記念撮影です

ラ
ル
分
は
、
有
用
微
生
物
の
増
殖
を
促
し
、

土
壌
改
良
材
や
農
業
用
資
材
な
ど
と
し
て

有
効
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
中

野
産
業
で
は
、
端
材
を
専
用
の
設
備
で
粉

砕
し
「
ヒ
ナ
イ
グ
リ
ー
ン
」
と
い
う
名
称
で

土
壌
改
良
材
な
ど
と
し
て
販
売
し
て
い
ま

す
。
ま
た
加
工
時
に
出
た
廃
水
も
ろ
過
し

粉
を
採
取
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
新
興
の

石
材
業
者
で
あ
っ
た
が
故
の
知
恵
や
努
力
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
石
の
活
用
方
法
は
、
必

ず
し
も
建
築
用
材
だ
け
で
は
な
く
、
ま
だ

ま
だ
未
知
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
常
識

に
と
ら
わ
れ
な
い
、
中
野
産
業
の
取
り
組

み
は
、
大
谷
石
に
も
大
い
に
参
考
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

塩
田
理
事
長
が「
大
谷
石 

未
来
へ
」ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
て
熱
く
講
演

　大谷石の釜で焼き上げるモノといえば、ピ
ザしか知らなかった。ところが、最近「大谷
石の焼釜でたんねんに焼き上げた」せんべ
いと出合った。埼玉県鴻巣市のメーカーが直
販、卸売りのほか通販でも販売中。言い換
えれば、大谷石で焼いたせんべいを各地の
人が味わっている。ネット検索すると、東京・
葛飾区にも大谷石の焼釜を使う手焼きせん
べいの店がある。千葉の県立博物館デジタ
ルミュージアムによると、房総地方の名物「鯛
せんべい」は「銅の型に生地を流し、大谷
石の釜で焼く」。大谷石は「食」の分野での
可能性ももっとあるのではないか。大谷石で
焼いた焼きギョーザなんて面白そうなのだが
……。

大谷石で丹念に焼き上げる
大谷石　東西南北

写真1　十和田石の標本 会場風景

熱く語る塩田理事長

西側広場から見るライトキューブ宇都宮

写真2　採掘場入口での参加者の集合写真

写真3　採掘場内部と採掘の様子

写真4　壁面に十和田石が使われた大館市役所本庁舎の
入口

　

本
建
築
家
協
会
栃
木
地
域
会

（
J
I
A
栃
木
ク
ラ
ブ
）
で
は
、
県

内
の
建
築
関
連
学
科
卒
業
生
に
向

け
、
学
生
生
活
の
集
大
成
で
あ
る
卒

業
制
作
作
品
に
対
し
て
、
J
I
A
栃

木
ク
ラ
ブ
賞
を
設
け
て
い
ま
す
。
今

年
で
39
回
目
。
宇
都
宮
メ
デ
ィ
ア
ア

ー
ツ
専
門
学
校
1
階
ロ
ビ
ー
を
お
借

り
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

J
I
A
会
員
の
建
築
家
相
坂
研
介

氏
を
お
招
き
し
て
、
講
演
を
い
た
だ

き
な
が
ら
特
別
審
査
員
と
し
て
審
査

に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
展

さ
れ
た
学
生
に
は
例
年
、
陶
芸
家
谷

口
勇
三
氏
の
作
品
を
副
賞
と
し
て
手

渡
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
研
究
会

の
ご
好
意
に
よ
り
「
大
谷
石　

未
来

へ
」
も
贈
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
生
が
J
I
A
栃
木
ク
ラ
ブ
賞
に

参
加
す
る
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。
ひ
と
つ
は
学
校
推
薦
、
建
築

関
連
学
科
を
有
す
る
県
内
3
大
学

（
宇
都
宮
、
足
利
、
小
山
高
専
）
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
2
作
品
計
6
作
品
。
も

う
ひ
と
つ
は
公
募
、
学
生
が
自
主
的

に
応
募
し
選
考
会
を
経
て
の
参
加
、

こ
ち
ら
は
専
門
学
校
生
の
作
品
も
含

み
ま
す
。
推
薦
と
公
募
で
は
テ
イ
ス

ト
に
若
干
の
差
異
が
あ
り
、
学
生
と

先
生
方
の
考
え
の
違
い
を
推
し
量

り
、
毎
年
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
作
品
の
内
容
は
、
時
々
の

社
会
情
勢
を
反
映
し
て
い
た
り
、
地

J
I
A
栃
木
ク
ラ
ブ
賞
に

「
大
谷
石
　
未
来
へ
」を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た

N
Ｐ
O
法
人
大
谷
石
研
究
会 

理
事　

武
井 

貴
志

域
の
問
題
を
掘
り
起
こ
し
て
い
た

り
、
純
粋
に
建
築
の
有
り
様
を
追
求

し
て
い
た
り
と
様
々
で
す
が
、
選
考

会
会
場
に
並
ぶ
図
面
や
模
型
を
前
に

し
て
力
強
く
説
明
を
行
う
学
生
の
姿

に
触
れ
る
と
、
若
さ
・
可
能
性
・
期

待
感
に
よ
り
、
新
鮮
な
気
持
ち
が
湧

い
て
き
ま
す
。
選
考
会
に
は
一
般
の

方
も
立
ち
会
え
ま
す
の
で
、
次
年
度

か
ら
是
非
観
に
き
て
く
だ
さ
い
。
若

返
り
ま
す
よ
。

︵
公
社
︶
日
本
建
築
科
協
会
栃
木
地
域
会
代
表
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